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図1a エステニアの選択理由

従来品

図3 マトリックス中の超微粒子フィラーの比較

エステニアC&B 従来品

図4 組成模式図による新旧比較

エステニアC&B

図1b エステニアの改良要望点 図2 メタルフリーブリッジ（口腔外写真）

はじめに
昨今の歯冠補綴領域において、審美

性、あるいは生体為害性から金属排除
の方向にある。また患者サイドの要求
も多様化、高度化している中、1997年
2月、臼歯部にも適用可能な機械的強
度と審美性を兼ね備えたハイブリッド
セラミックス「エステニア」を上市した。
ハイブリッドセラミックスは、平均

粒径2μmの微粒子フィラーと0.02μm
の超微粒子フィラーを大量に充�し、
さらにフィラーの表面に特殊表面処理
を施すことで、マトリックスとの一体
化を図り、機械的強度、耐摩耗性、硬
さなどの物理的特性を向上させた。
これにより、従来の硬質レジンとポ

ーセレンの良さを併せもつ新しい歯冠
修復材料として評価され、歯科診療領
域において、新たな修復材料として確
立された。さらに、歯科診療において、
「エステニア」が普及するにつれ、そ
の特性を活かした用途の拡大、高い審
美性などが求められつつある。
そこで、市場の状況、ニーズを把握

するため、「エステニア」使用中の技
工士の方を対象にアンケート調査を実
施した（図1）。
図1aの通り、強度全般にわたって、

高い評価が得られている。ドクターか
らの指示（材料の指定）も多いことか
ら、臨床において、「エステニア」の
有効性が確認できる。一方で「エステ
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図5 微粒子フィラーとマトリックスの屈折率 図6 フィラー含有量の比較
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C&B」について

ニア」の改良要望については、圧倒的
に色調の改善を望む声が多かった。
今回、「エステニアC&B」では、「エス

テニア」の強度を維持しながら、新規技
術の導入によりフィラーを改良し、抜
本的な色調の見直しを図ると共に、新
たに繊維強化複合材「EGファイバー」を
導入することにより、ブリッジにおい
てもメタルフリー化を実現した（図2）。

エステニアC&Bの新技術
「エステニアC&B」は、「エステニ

ア」の優れた特徴を生かしながら、マ
トリックス部分に高密度に配合されて
いる超微粒子フィラーをさらに微細化
し、また、マトリックス自体の透明性

の向上を図った（図3、4）。
さらに微粒子フィラーについても、

表面を改質することにより、屈折率を
マトリックスに近似させることに成功
した（図5）。これにより、フィラー含
有量や機械的強度を維持したまま、課
題となっていた審美性の向上を達成す
ることができた。

エステニアC&Bの特徴
1．機械的強度

1）フィラー含有量

クラレ独自のフィラー表面処理技術
を導入し、無機フィラーを92wt％と非
常に高密度に配合されている（図6）。
2）圧縮強さ

エナメル質以上の強度を有するの
で、臼歯部に加わる高い咬合圧に対応
できる（図7）。
3）曲げ強さ

ポーセレンの約3倍があることから、
ポーセレンに比べ割れにくい特徴があ
る（図8）。
4）硬さ

対合歯に対しても、非常にやさしく、
金合金と近似した硬度のため、ポーセ
レンの様に対合歯を摩耗される心配は
ない（図9）。
5）弾性率

金属に比べて弾性率が歯質に近いこ
とから、修復した歯へのダメージが軽
減されるため、歯牙の破折などを防ぐ
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図10 弾性率（MPa）

図7 圧縮強さ（MPa） 図8 曲げ強さ（MPa） 図9 硬さ（Hv）
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図13 コンポジットレジンコアによる支台築造

エステニアC&B 従来品 従来品エステニアC&B

図14 前歯部、臼歯部の基本築盛法
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ことができる（図10）。
2．審美性

1）透明性・質感の向上

従来品は、マトリックス中に複数の
粒径のフィラーが存在することによっ
て、光が散乱し、白濁して見える課題
があった。よって、臨床ケースにおい
て、切縁部やインレーマージン部の透
明性不足が指摘されることもあった。
これは、トランスペアレントが物性面の
問題から最表層に使用できないことも
1つの要因であった。
そこで、「エステニアC&B」では、

図3～5の通り、マトリックス中の超微
粒子フィラーの均一化、表面改質微粒
子フィラーの導入などによって、透明

性が向上すると共に、より天然歯に近
い質感となった。またトランスペアレ
ントについても、透明性を維持しなが
ら強度の向上を図り、最表層に使用で
きるようになった（図11、12）。
2）簡便な色調再現システム

（1）ジャケットクラウンの色調再現

近年、コンポジットレジンコアが普
及し、失活歯のケースにおいても、メ
タル色を呈していないことが多く見ら
れるようになった（図13）。
この場合、必ずしもクラウン内面を

オペーク材で裏層する必要がなく、新
たに導入したオペーシャスデンチン
（デンチンより透明性を抑えたペース
ト）を用いることで、築盛操作が簡略

化されると共に、不透明のオペーク材
を必要としないため、修復物自体が歯
質に近い質感が表現できるようになっ
た（図14～16）。
（2）インレーの色調再現

従来品では、エナメル質の透明性が
やや不足していることから、築盛量が
多くなると修復部が白っぽくなること
があった。そのため、エナメルの築盛
量を厳密にコントロールしたり、また
窩洞内側にトランスペアレントを築盛
するなどの工夫がされていた。
そこで「エステニアC&B」では、イン

レーの色調再現の簡便化を図るため、ベ
ース色となるサービカルトランス（図
17）を新たに導入した。これは下地の
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図15 オペーシャスデンチン（A系色）の色調

図16 1ジャケットクラウン

図19a 56 インレー 図19b 56 インレー

●サービカルトラアンスペアレント

インレーの基本的な色調再現に用いるペーストです。歯頸部の
透明感の表現にも使用できます。

CT1 CT2 CT3 CT4 CT5 CT6

図17 サービカルトランスペアレントの色調　

サービカル トランスペアレント

エナメル

デンチン

図18 インレーの色調再現法（簡便法）

●オペーシャスデンチン

下地の色調を生かしながら、基本的な歯冠の色調を表現するペ
ーストです。

ODA1    ODA2    ODA3   ODA3.5   ODA4
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色調をある程度透過するため、エナメ
ルとの2層築盛で歯質と調和した色調
表現ができるようになった（図18、19）。
3）色調のバリエーション

「エステニアC&B」は色調再現性の
向上に伴い、臼歯部はもとより、前歯
部へ適応が増えると予想される。
ポーセレンと異なり硬質レジンは、

ペースト同士を混ぜて使用できず（気
泡の混入、物性低下など）、また、ス
テイン材によるキャラクタライズにつ
いても、表層での使用は耐久性の面で
劣ることから薦められず、また、限ら
れた色調数では、個性的な色調の表現
に限界があるとされてきた。
そこで今回、臨床に即した特殊色

（エフェクト色）（図20～22）を充実さ
せ、またエフェクト色は他のデンチン、
エナメル等と基本組成が同じであるこ
とから、最表層にも使用でき、築盛段
階において、細かい色調が表現できる
ようになった。
3．メタルフリー修復の適応拡大

メタルによる修復は、長年の臨床実
績からだれもが安心感を持っている。
一方で金属アレルギー、歯頸部の金

属露出、歯肉の変色、或いはオペーク
材使用による色調再現の難しさなどの
金属に起因する問題も報告されてい
る。また近年、歯科診療領域において、
コンポジットレジンコアが急速に普及
しており、歯冠部についても、金属を

使用しないメタルフリー修復が注目さ
れてきている。
そこで今回、クラレ独自の技術によ

り、特殊表面処理をしたガラスファイ
バーを用いることで金属フレームを使
用しないブリッジが可能となり、メタ
ルフリー修復の適応が拡大した。
1）商品構成

特殊表面処理をしたガラスファイバ
ー「EGファイバー」（前歯部用、臼歯
部用）、低粘度の補修用レジン「EGフ
ロー」、光透過性を有するコア材「EG
コア」から構成される（図23、24）。
2）機械的強度

（1）曲げ強さ

エステニアC&BとEGファイバーを
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図26 接着力（MPa） 図27b 臨床形態での疲労試験　

図24 EGファイバーセット　

図20 サービカルデンチンエフェクトの色調　

図22 エナメルエフェクトの色調　

●サービカルデンチンエフェクト

色　調

CDE1

CDE2

CDE3

CDE4

CDE5

　　　　　使　用　方　法

A系色に使用します。

B系色に使用します。

メタルフレームがある場合に使用します。

A、B系色の明るいシェードに使用します。

ホワイトニングの症例等のCDE4よりさらに
明るいシェードに使用します。

歯頸部領域の特徴づけのために使用します。通常はサービカル
の上に使用します。

CDE1 CDE2 CDE3 CDE4 CDE5

●エナメルエフェクト

エナメル質の特徴づけをするために用いるペーストです。

色　調

CE

CE-O

CE-Y

WE

MA-1

MA-2

IE

　　　　　使　用　方　法

透明感の低いエナメル質の表現に使用します。

透明感が低くオレンジがかったエナメル質の
表現に使用します。インサイザルハローの表
現に使用します。

透明感が低く黄色みを帯びたエナメル質の表
現に使用します。インサイザルハローの表現
に使用します。

前歯の隅角部や臼歯部の咬頭部分などに見ら
れる白濁したエナメル質の表現に使用します。

明るいマメロンの色調再現に使用します。

やや彩度の高いマメロンの色調再現に使用し
ます。

切縁部にメタルパッキングがある場合の透明
感の表現に使用します。

CE CE-O CE-Y WE MA-1 MA-2 IE

図21 トランスペアレントエフェクトの色調　

●トランスペアレントエフェクト

歯冠の様々な透明感を表現するためのペーストです。

色　調

TG

AM

AM-Y

ME

TB

　　　　　使　用　方　法

グレーみを帯びた透明感を表現します。

飴色のエナメル質の表現に使用します。

AMに比べ少し黄色みが強いペーストです。

インレーのマージン部に使用するペーストです。

青みを帯びた透明層の表現に使用します。

TG AM AM-Y ME TB

図23 EGファイバーの組成　

EGファイバー

EGファイバーイメージ図

※70℃水中浸漬、30日後
※金属＋エステニアC&Bはオペークプライマーを使用



組み合わせて使用することにより、「エ
ステニアC&B」単体の3倍以上の曲げ
強度を有する（図25）。
（2）接着性

エステニアC&Bに対し、EGファイバ
ーは金属より優れた高い接着耐久性を
有する（図26）。
（3）耐久性

高強度フレーム材と「エステニア
C&B」の一体化により、「エステニア
C&B」単体に比べ優れた曲げ耐久性を
有する（図27）。
3）フレーム材の製作ステップ

光透過性を有するコア材「EGコア」
を用いることにより、特別な装置を必
要とせず、簡便な操作でフレーム材、及

びブリッジの製作が行える（図28～35）。
4）禁忌症

フレーム材を用いたクラウンブリッ
ジ、インレーブリッジの症例で、2歯欠
損以上、または欠損部のスパンが
15mm以上となる症例は禁忌症として
いる。
4．支台形成と合着

エステニアC&Bの支台形成、並びに
合着手順は、以下の通りである（図36）。

最後に
当社の歯冠修復コンセプトは、でき

る限り天然歯に近い物性を有する材料
を提供し、残存歯質と強固に接着させ、
残存歯質との一体化を目指している。

今回、新たに開発した「エステニア
C&B」は、「エステニア」の高い物性
を維持し、さらに専用の繊維強化複合
材を用いることで、ブリッジにおいて
もメタルフリーを実現した。
また、歯冠色を有する接着性レジン

セメント、コンポジットレジンコアと
組み合わせることで、より天然歯に近
い色調再現が可能となり、金属アレル
ギーの患者への応用、さらに残存歯質
や周辺の組織へのダメージを最小限に
抑える修復材になるものと期待してい
る。
最後に、快く臨床例のご提供を頂い

たカナレテクニカルセンター・山田和
伸先生に深く感謝申し上げます。
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図28 1. フレームの設計
スプルーワックスを用いて、フレームの形態
を再現する。※ポンティックの下部にフレー
ムが配置されるように設計する。

図29 2. EGコアの軟化
熱可塑性EGコアを適当な長さにカットし、熱
湯（約80℃）の3分間浸漬し軟化する。

図30 3. EGコアの圧接
軟化したEGコアを支台歯に圧接し、スプルー
ワックス部の印象採得をする。

図31 4. EGファイバーの設置
スプルーワックスの長さを参考にEGファイバ
ーをカットし、設置する。

図34 EGファイバー
のフレーム形態　

図32 5. コアの圧接
EGコアを模型に戻し、その後、技工用光重合
器にて60秒間予備重合する。

図33 6. EGファイバーの光重合・完成
コアを外し、所定の時間光重合を行いEGファ
イバーを硬化させる。余剰部分をカーボラン
ダムポイント等で削り、形態修正を行う。

EG ファイバー

オペーシャスデンチン

オペーシャスデンチン
orオペーク

オペーシャスデンチン
orオペーク

エナメル

デンチン

図35 567 メタルフリークラウンブリッジ　
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1.リン酸処理
　　※サンドブラスト処理後

合着

1.金属表面処理
（金属コアの場合のみ）

2.歯面処理2.シランカップ
　リング処理

アクティ
ベーター

プライマー
BA

EDプライマーII

KエッチャントGEL アロイプライマー

クリアフィル
ポーセレンボンド
アクティベーター

クリアフィル
メガボンド
プライマー

EDプライマーII

Bペースト（ライトまたはブラウン）

Aペースト

オキシガード II

エステニアC＆Bの内面処理 支台歯の処理

1.塗布5秒間放置 2.洗浄・乾燥

1. 2液混和
（1滴ずつ）

2.塗布・5秒間
　放置・乾燥

1.塗布 2.乾燥

1.A.B液混和（1滴ずつ） 3.30秒間放置・乾燥

1.A.Bペースト練和（20秒） 2.ペーストを「エステニアC&B」
　 側に塗布

3.装着（余剰セメントの除去） 4.光重合（1カ所につき20秒間）

4.オキシガード IIの塗布 5.3分後水洗

光重合

化学重合

前歯部の形成 臼歯部の形成

インレーの形成 アンレーの形成

メタルフリークラウンブリッジ（臼歯部の場合）

ジャケットクラウン

インレー・アンレー

1.0mm～1.5mm

1.5mm以上

1.5mm以上

1.5mm以上

1.2mm以上

小臼歯：0.5～0.8mm
大臼歯：0.8～1.0mm

1.5mm以上

1.0mm以上

欠損部のスパンは15mm以下

1.5～2.0mm

1.0～1.5mm

1.0mm以上

●ラインアングルは丸みを持

　たせる
●パットジョイントマージン　

　ディープシャンファー
●ナイフエッジや遊離エナメ

　ル質を残すような形成は避

　ける

●ラインアングルは丸みを持

　たせる
●パットジョイントマージン
●ディープジャンファー
●ナイフエッジや遊離エナメ

　ル質を残すような形成は避

　ける

●パットジョイントマージン
●線角・点角には丸みを持た

　せる
●テーパーはメタルインレー

　に比べ大きく
●イスムスは1.5mm以上に

　なるように形成する

●パナビアF 2.0  エステニアセメンティングキットを用いた合着ステップ
「エステニアC＆B」の装着には、必ず「パナビアF 2.0」のようなフィラーを配合した強度が高く、耐摩耗性に優れた接着性レジンセメントをご使用ください。

咬合圧に抵抗するため水平に削除

形 成 と 接 着

図36 支台形成と合着　


